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お出かけは米子鬼太郎空港から！！
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 6:55 ～  8:20
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18:35 ～ 20:00
20:05 ～ 21:30ダイヤはお断り無しに変更する場合があります。

詳しくは、ＡＮＡホームページをご確認ください。

2017年10月28日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港

2016年10月30日～2017年3月25日
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妖
怪
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

妖
怪
を
お
題
と
し
た
川
柳
を

全
国
に
募
集
す
る
も
の
で
、

境
港
市
観
光
協
会
が
昨
年
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
３
カ
月
間
実
施
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
今
回
も
世
相
や

流
行
を
鮮
や
か
に
切
り
取
り
、

風
刺
を
利
か
せ
た
作
品
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
昨
年
12
月
に
新
語
・
流

行
語
大
賞
が
発
表
さ
れ
た
後

は
、
そ
の
言
葉
を
入
れ
た
川

柳
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
の
応
募
総
数
は
５
３

７
６
句
で
、
47
都
道
府
県
全

て
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

最
北
は
北
海
道
北
見
市
で
、

最
南
は
沖
縄
県
八
重
山
郡
。

応
募
者
の
最
年
少
は
３
歳
で
、

最
年
長
は
93
歳
で
し
た
。

　
審
査
は
、
６
人
の
選
考
委

員
が
十
傑
を
選
び
、
妖
怪
川

柳
大
賞
を
決
定
。
同
時
に
境

港
市
観
光
協
会
・
桝
田
知
身

会
長
が
マ
イ
ベ
ス
ト
テ
ン
を

選
び
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
の
「
十
傑
」
と

「
桝
田
会
長
が
選
ぶ
マ
イ
ベ

ス
ト
テ
ン
」
は
、
次
の
通
り

で
す
。

　

境
港
市
観
光
協
会
は
、「
第
11
回
『
妖
怪
川
柳
』
コ
ン
テ
ス

ト
」の
大
賞
を「
ア
モ
ー
レ
と 

貧
乏
神
に 

さ
さ
や
か
れ
（
だ

い
ち
ゃ
ん
Ｚ
！
）」に
決
定
。
同
大
賞
を
含
む「
十
傑
」と「
境

港
市
観
光
協
会
会
長 

桝
田
知
身
が
選
ぶ
マ
イ
ベ
ス
ト
テ
ン
」

を
２
月
23
日
に
境
み
な
と
・
オ
ア
シ
ス
（
大
正
町
、
み
な
と

さ
か
い
交
流
館
２
階
）
で
発
表
し
ま
し
た
。

妖怪川柳コンテスト「十傑」と「境港市観光協会会長・桝田知
身が選ぶマイベストテン」をパネルで報告　　　ⓒ水木プロ

ⓒ水木プロ

ア
モ
ー
レ
と 

貧
乏
神
に 

さ
さ
や
か
れ

妖
怪
川
柳
大
賞
決
ま
る

妖
怪
川
柳
大
賞
決
ま
る

第11回

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
こ

れ
か
ら
企
業
の
一
員
と
し
て
、

ま
た
社
会
人
と
し
て
第
一
歩

を
踏
み
出
す
新
就
職
者
の
皆

様
を
祝
福
・
激
励
し
よ
う
と

毎
年
「
新
就
職
者
激
励
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
同
激
励
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
５
日
㈬ 

午
前

10
時
30
分
～
正
午

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所

３
階 

大
ホ
ー
ル
（
境
港
市

上
道
町
）

対
象
者
　
会
員
事
業
所
に
採

用
さ
れ
た
新
規
学
卒
就
職
者

参
加
料
　
無
料

記
念
講
演
　
▽
講
師
＝
庄
司

信
吉
氏
（
㈲
カ
モ
メ
広
告 

代
表
取
締
役
、
美
保
湾
ヨ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
所
属
）
▽
演
題
＝

太
平
洋
往
復
横
断
～
未
知
へ

の
挑
戦
～

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
総
務
課
（
☎
44
︱
１
１

１
１
）
へ
。

新
就
職
者
激
励
会

第
49
回

新
社
会
人
を
応
援
し
ま
す

境港商議所

第11回妖怪川柳コンテスト

★妖怪川柳大賞
　アモーレと 貧乏神に ささやかれ　（だいちゃんＺ！）
★境港市長賞
　プロ棋士も 隠れて件に 一手聞く　　（九段の母）
★境港商工会議所会頭賞 
　百合の香に むせる都庁の ぬらりひょん　  （おばば）
★水木しげるロード振興会会長賞
　孫と風呂 「ばあちゃんてっちだ」 「わかっとる」　（子供は正直）
★境港市観光協会会長賞
　カープ女子 一反木綿も 赤に染め　　  （ルーク）
★水木しげる記念館館長賞
　白無垢の 下は腹黒 後妻業　　　　　　 （しのぶ）
★名物料理を作る会会長賞
　長生きが したいと件 予言拒否　　　　 （風信子）
★夢みなとタワー館長賞
　風呂あがり のっぺらぼうに 戻る妻　（顔なし夫）
★米子空港利用促進懇話会会長賞
　アレソレで 分かる祖父母は 覚かも　　　（金婚）
★境港妖怪レーベル代表賞
　妖怪度 競う中年 女子の会　　　　 （あーさまま）

● 建て売りに 座敷童の おまけつき　　  （とまと）

● プロ棋士も 隠れて件に 一手聞く　  （九段の母）

● 砂浜で 軟派した妻 今牛鬼　　　　　　（後悔男）

● ５歳児に 負けて涙の 妖怪検定　 （岩手の52歳）

● しょうけらが 覗いてないと やる気なし　（ぽん太）

● 倦怠期 しょうけら呼んで 燃え上がる  （エロ子）

● アモーレと 貧乏神に ささやかれ　（だいちゃんＺ！）

● 百合の香に むせる都庁の ぬらりひょん　（おばば）
● 長生きが したいと件 予言拒否　　　　（風信子）

● 貧乏神 にっこりほほ笑む 年の暮れ　（来年もヨロシク♡）

十　傑十　傑十　傑

境港市観光協会会長・桝田知身が選ぶマイベストテン
（順不同）

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
４

月
５
日
か
ら
２
日
間
、「
新

入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
、

仕
事
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
方
や
取
り
組
み
方
な
ど
に

つ
い
て
、
実
習
を
交
え
て
習

得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
▽
４
月
５
日
㈬ 

午

後
１
時
～
４
時
▽
４
月
６
日

㈭ 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所

３
階 

大
ホ
ー
ル

対
象
者
　
会
員
事
業
所
の
新

入
社
員
・
若
手
社
員
（
概
ね

入
社
５
年
ま
で
）

受
講
料
　
５
４
０
０
円

定
員
　
40
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

講
師
　
大
石
信
子
氏
（
㈱
ミ

ン
ト
ス
・
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）、
石
田
美
佳
氏

（
同
社
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課
（
☎
44
︱
１
１

１
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

若手社員の早期戦力化へ

新入社員セミナー
― 境港商議所 ―

黄
こ う さ

砂降り

  砂かけ婆も

　　　医者通い

（角森玲子）

　大気汚染のひどい中国の黄砂。さす

がの砂かけ婆も黄砂の毒気にあてられ

て医者通いとは、ほんと、気の毒ですネ。

� 選・桝田知身　



展示場
工　場 境港市元町58

〒684-0032

ヨー イシヤサン

℡ 0859-44-1483（代）

の総合専門店

マルコフーズ株式会社本社・第一工場

平成19年10月に
「ISO9001」を認証取得 〒684－0034　鳥取県境港市昭和町2－37

TEL.0859－42－2147（代）　FAX.0859－42－3528
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　この写真は1963年8月17日、盆明けの弓ヶ浜半島から一番角
に続く防波堤の写真である。今から54年前の境港の浜は遠浅
で、昭和町、竹内団地もなく、魚貝類の宝庫でもあった。
　海峡側では、シラ貝、カラス貝、美保湾側では、マテ貝、
ハマグリなど。カニ類もアオデ、コモツガニ、ヅボデ、砂ガ
ニ等々。今や絶滅した品種
も多い。環境の変化と共に
経済を優先した結果が多く
の貴重な自然を失わせてし
まった。
　昭和町の完成により、水
産業は近代経営を目指し、
多くの設備投資がなされ、
ミール工場、冷蔵庫が市場
の移転と共に次々と建設さ
れていった。戦後、米川町
界隈に集積していたサバ缶
詰工場も今はなく、ミール
工場もなくなり、企業も盛
衰を繰り返し、今に至る。
　その間、境港商工会議所に貢献された多くの会社がなくな
っている。50年余りで企業経営はこれほど変化し、流動的だ
との思いを高校３年生の夏、海を眺めながら予測していたの
だろうか。
　自然の偉大さのみを海のかなたに視線をやり、「我は浜の子」
と叫んでいたように思う。魚市場も新しくなり、これからの
50年がこの街の新たなスタートになる年のように感じる。
　50年前、そしてこれからの50年。最大100年残る企業経営を
したいものです。

　
㈱
錦
海
化
成
（
昭
和
町
、

岩
本
秀
熙
社
長
）
は
、
鳥
取

県
経
営
革
新
大
賞
の
グ
ラ
ン

プ
リ
（
大
賞
）
と
中
国
経
済

産
業
局
長
表
彰
を
受
賞
。
２

月
16
日
に
鳥
取
県
立
図
書
館

（
鳥
取
市
）
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
、
岩
本
社
長
が
表
彰

状
と
「
新
」
の
文
字
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
大
賞
の
レ
リ
ー

フ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
等

経
営
強
化
法
に
基
づ
く
経
営

革
新
計
画
の
目
標
を
達
成
し

た
模
範
と
な
る
県
内
の
中
小

企
業
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
６
年
度
に
同
表
彰
制

度
を
創
設
。

　
経
営
革
新
計
画
と
は
、
同

法
に
基
づ
き
中
小
企
業
者
が

作
成
す
る
３
年
か
ら
５
年
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
。
新
商
品

の
開
発
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

展
開
な
ど
の
取
り
組
み
と
具

体
的
な
数
値
目
標
を
含
ん
だ

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
今
年
度
の
表
彰
企
業
は
、

２
０
１
５
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
１
６
年
３
月
31
日
ま
で

に
計
画
が
終
了
し
た
企
業
28

社
の
う
ち
、
経
営
目
標
を
達

成
し
た
企
業
の
中
か
ら
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
錦
海
化
成
は
、
境
港
市
内

の
水
産
加
工
場
な
ど
で
発
生

す
る
生
魚
の
あ
ら
を
原
料
と

し
て
、
飼
料
用
魚
粉
を
生
産

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
生
魚
の
あ
ら

を
主
原
料
に
し
な
が
ら
、
生

魚
の
一
匹
も
の
を
原
料
に
す

る
輸
入
品
に
負
け
な
い
高
品

質
な
飼
料
用
魚
粉
を
開
発
。

さ
ら
に
、
仕
入
れ
の
有
償
化
、

独
自
の
原
料
専
用
容
器
の
製

作
、
加
工
温
度
の
可
視
化
な

ど
、
必
要
な
品
質
を
確
保
す

る
た
め
の
様
々
な
工
夫
を
凝

ら
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
経
営
革
新
大
賞

２０１６年度

錦
海
化
成
が
グ
ラ
ン
プ
リ

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 19

時代の移り変わりに思いを馳せて
境港商工会議所 常議員  松本 雄次氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所の役員・議員の〝あの
ころ〟の写真をご紹介しています。今回は、常議員・松本雄次
氏（㈲松本組常任顧問、71歳）の1枚です。

記録更新の搭乗者となった朴允貞さん（右）一家

浜辺から海を眺める松本雄次氏

経営革新大賞を象徴する「新」の文字がデ
ザインされたレリーフを持つ岩本秀熙社長

　
日
本
商
工
会
議
所
は
、
ネ

ッ
ト
検
定「
日
商
簿
記
初
級
」

を
創
設
。
２
０
１
７
年
４
月

か
ら
境
港
商
工
会
議
所
な
ど
、

全
国
の
商
工
会
議
所
で
実
施

し
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
は
、
簿
記
・

会
計
技
能
の
資
質
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
商

工
技
術
・
技
能
の
向
上
発
展
、

産
業
人
材
の
育
成
に
寄
与
す

る
た
め
、
１
９
５
４
年
か
ら

簿
記
検
定
試
験
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
受

験
者
は
２
５
０
０
万
人
を
超

え
、
社
会
か
ら
高
い
信
頼
と

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
始
ま
る
日
商
簿
記

初
級
は
、
簿
記
の
基
本
原
理

や
企
業
の
日
常
業
務
に
お
け

る
実
践
的
な
簿
記
の
知
識
習

得
を
目
的
と
し
た
初
学
者
向

け
の
検
定
で
す
。
簿
記
学
習

の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
受

験
で
き
、
実
施
か
ら
採
点･

合
否
判
定
ま
で
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
行
い
ま
す
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

問
題
の
程
度
　
簿
記
の
基
本

用
語
や
複
式
簿
記
の
仕
組
み

を
理
解
し
、
業
務
に
利
活
用

で
き
る
程
度

試
験
日
　
境
港
商
工
会
議
所

ネ
ッ
ト
試
験
施
行
機
関
（
㈲

米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
、

㈱
や
ま
さ
き
）
が
試
験
日
を

決
定

試
験
時
間
　
40
分

受
験
料
　
２
１
６
０
円

合
格
基
準
　
１
０
０
点
満
点

で
70
点
以
上

試
験
会
場
と
受
験
申
込
先
　

▽
㈲
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ

ー
（
境
港
市
松
ヶ
枝
町
・
☎

47
︱
６
０
１
０
）
▽
㈱
や
ま

さ
き
（
境
港
市
浜
ノ
町
・
☎

42
︱
２
２
０
６
）

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
検
定
係
（
☎
44
︱
１
１

１
１
）
へ
。

日
商
簿
記
初
級
を
開
始

初
学
者
向
け
の
ネ
ッ
ト
検
定
境港商議所

　
こ
と
し
１
月
の
米
子
ソ
ウ

ル
便
の
利
用
者
数
は
、
４
２

１
８
人
で
し
た
。
こ
れ
は
、

２
０
０
１
年
４
月
の
同
便
就

航
以
来
、
月
間
利
用
者
数
の

最
多
記
録
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
月
間
最
多
利

用
者
数
は
、
２
０
０
６
年
10

月
の
３
９
４
９
人
で
、
４
０

０
０
人
台
に
達
し
た
の
は
初

め
て
。
ま
た
、
搭
乗
率
も
77

・
３
％
で
、
１
月
の
搭
乗
率

と
し
て
は
、
過
去
最
高
で
し

た
。

　
記
録
更
新
の
３
９
５
０
人

目
と
な
っ
た
利
用
者
は
、
ソ

ウ
ル
市
の
教
師
・
朴
允
貞（
パ

ク
・
ユ
ン
ジ
ョ
ン
）
さ
ん
。

鳥
取
県
と
エ
ア
ソ
ウ
ル
㈱
は
、

１
月
31
日
に
仁
川
国
際
空
港

か
ら
米
子
鬼
太
郎
空
港
に
到

着
し
た
朴
さ
ん
一
家
に
花
束

と
鬼
太
郎
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

贈
呈
。
ま
た
、
同
じ
便
に
搭

乗
し
た
全
員
に
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　
米
子
ソ
ウ
ル
便
は
昨
年
10

月
、
運
航
会
社
が
格
安
航
空

会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
エ
ア
ソ

ウ
ル
に
移
管
し
、
毎
週
３
往

復
を
運
航
。
２
月
の
利
用
も

好
調
の
た
め
、
２
カ
月
連
続

の
月
間
最
多
記
録
更
新
が
ほ

ぼ
確
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
か
わ
ら
版
」
が

好
評
で
す
。
同
ロ
ー
ド
改
修

事
業
の
内
容
を
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
市
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
推
進

課
が
作
成
。
現
在
ま
で
に
３

号
分
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
同
課
は
、
か
わ
ら
版
を
今

後
も
随
時
発
行
し
、
工
事
に

関
す
る
情
報
や
そ
の
他
の
関

連
情
報
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
47

︱
１
０
２
６
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

1月に4218人が搭乗

月間最多記録を達成月間最多記録を達成
― 米子ソウル便 ―

　
経
営
革
新
大
賞
に
は
、
ほ

か
に
技
術
革
新
賞
、
市
場
開

拓
賞
、
企
画
デ
ザ
イ
ン
賞
、

地
域
貢
献
賞
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
中
国

会
鳥
取
県
支
部
長
賞
、
鳥
取

県
中
小
企
業
診
断
士
協
会
長

賞
、
鳥
取
県
産
業
振
興
機
構

理
事
長
賞
が
あ
り
、
今
年
度

は
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
７
社
が

受
賞
し
て
い
ま
す
。

か
わ
ら
版
で
報
告

水
木
ロ
ー
ド
の
改
修

2
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後　地　良　樹

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　同ゲストハウスは、一人旅の女性が安心して過ごせるようにと、
女性専用エリアを設け、セキュリティーを強化しています。島谷
代表は、「初めてゲストハウスを利用する女性の旅行者が増えて
います」と健全な雰囲気をＰ
Ｒ。
　また、島谷代表は、旅が大
好きで全国２００カ所以上の
観光地を旅行し、観光パンフ
レットを収集しました。その
経験を活かして、宿泊者に観
光スポットを公共交通機関で
効率よく巡る方法や、そのと
きの天候や季節に適した訪問
地などを一緒に考えて喜ばれ
ています。
　さらに、学生や社会人にな
ったばかりの人、女性の一人
旅などに向けた「割引特典」も用意し、旅そのものが好きな人や
水木しげるロードを楽しみたい人にも好評です。
　同ロード沿いにある「妖怪ショップゲゲゲ」と提携しているので、
オリジナル妖怪ストラップづくりや被り物で遊ぶ体験もできます。
　詳しくは、同ゲストハウスの公式ホームページ（http://guest
house-en.jimdo.com）をご覧ください。

境港海陸運送

穀
物
保
管
の
倉
庫
を
移
転
新
築

定
温
管
理
で
品
質
を
保
持

　
境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
さ
か
い
大
黒
屋
（
相
生
町
・
由
木
実

代
表
）
の
「
境
港
サ
ー
モ
ン
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
」
で
す
。

屋根いっぱいに太陽光パネルを設置した新倉庫

境港商議所
会　員　の
境港商議所
会　員　の
境港商議所
会　員　の今今 20

新代表が誕生
― 社会保険労務士 岩佐事務所 ―

　「
境
港
商
議
所
会
員
の

今
」
は
、
境
港
商
工
会
議

所
の
会
員
の
動
向
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

新
代
表
が
誕
生
し
た
社
会

保
険
労
務
士 

岩
佐
事
務

所
で
す
。

た
び
た
び
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
を
雇
う
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
す
。
事
業
主
様

や
従
業
員
様
の
悩
み
を
し
っ

か
り
聞
い
て
、
最
善
な
方
法

を
ご
提
案
で
き
た
ら
」
と
話

し
ま
す
。

　
以
前
は
他
社
で
経
理
を
し

て
い
た
と
い
う
西
村
新
代
表

　
岩
佐
事
務
所
は
、
こ
と
し

１
月
に
代
表
者
を
松
下
忠
雄

氏
（
現
顧
問
）
か
ら
西
村
嘉

人
氏
に
交
代
。
ま
た
同
月
、

給
与
計
算
部
門
を
㈱
マ
イ
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
独
立
さ
せ
ま

し
た
。

　
同
事
務
所
は
、
労
働
保
険

・
社
会
保
険
の
諸
手
続
き
や

助
成
金
の
申
請
、
就
業
規
則

の
作
成
、
給
与
計
算
（
㈱
マ

イ
オ
フ
ィ
ス
）
な
ど
、
労
務

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
務
の

代
行
・
各
種
相
談
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
西
村
新
代
表
は
、「
毎
年

の
よ
う
に
法
律
が
改
正
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
過
重
労
働
や

違
法
労
働
と
い
っ
た
問
題
が

「何事も誠実に」と話す西村嘉人新代表

旅のプランニングも手伝う島谷勇志代表

骨ごと柔らかく加工したコロッケ

　
境
港
海
陸
運
送
㈱
（
大
正

町
、
後
地
良
樹
社
長
）
は
、

境
漁
港
の
高
度
衛
生
化
に
向

け
た
整
備
事
業
に
伴
い
、
境

港
市
昭
和
町
の
倉
庫
を
竹
内

団
地
に
移
転
新
築
。
竹
内
２

号
倉
庫
と
し
て
、
１
月
27
日

か
ら
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

　
同
倉
庫
の
土
地
面
積
は
、

１
万
３
４
１
６
㎡
（
４
０
５

９
坪
）
で
、
建
築
面
積
は
、

３
７
９
３
㎡（
１
１
４
７
坪
）

で
す
。
Ａ
棟
、
Ｂ
棟
、
Ｃ
棟

に
分
か
れ
、
合
計
の
有
効
面

積
は
、
２
６
３
６
㎡
（
７
９

６
坪
）。
前
倉
庫
よ
り
30
％

程
度
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
倉
庫
に
は
、
米
を
中
心

と
し
た
穀
物
を
保
管
。
山
陰

各
地
に
配
送
し
ま
す
。
特
徴

は
、
温
度
を
一
定
に
保
つ
定

温
倉
庫
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

倉
庫
内
が
暑
く
な
る
５
月
か

ら
10
月
く
ら
い
ま
で
の
間
は
、

温
度
を
15
℃
程
度
に
保
ち
、

商
品
の
品
質
を
保
持
し
ま
す
。

ま
た
Ａ
棟
、
Ｂ
棟
に
は
、
燻

蒸
設
備
も
整
え
て
い
ま
す
。

　
倉
庫
の
屋
根
に
は
、
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
。
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
枚
数
は
、
１
２

６
０
枚
で
、
発
電
電
力
量
は
、

32
万
５
１
５
７
kw
ｈ
／
年
。

発
電
出
力
は
３
０
０
kw
（
住

宅
１
０
０
軒
分
の
電
気
）
で

す
。
建
物
の
屋
根
の
上
に
設

置
し
た
太
陽
光
施
設
は
、
境

港
で
は
最
大
級
で
す
。

　
こ
の
電
力
は
、
自
社
内
で

消
費
し
ま
す
が
、
時
期
に
よ

っ
て
は
、
余
剰
電
力
が
で
き

る
の
で
、
売
電
も
行
い
ま
す
。

　
同
倉
庫
の
今
後
に
つ
い
て
、

同
社
の
越
野
智
紀
取
締
役
総

務
部
長
は
、「
新
倉
庫
の
敷

地
に
は
、
ま
だ
土
地
の
余
裕

が
あ
り
ま
す
。
竹
内
南
地
区

の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
で

き
る
の
で
、
今
後
の
展
開
を

考
え
な
が
ら
有
効
活
用
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
新
倉
庫
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
境
港
海
陸
運
送
（
☎
42

Part
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セキュリティーに自信あり
―  ゲストハウス “縁” in 鳥取境港  ―

初心者でも安心
シリーズ

　水木しげるロードの近くに、ゲストハウス‘縁’in鳥取境港（大
正町、島谷勇志代表）が昨年８月末に誕生しました。ゲストハウ
スを初めて利用する旅行者から健全で安心して泊まれる宿として
好評です。島谷代表に人気の理由などについて、伺いました。

は
、
働
き
な
が
ら
社
会
保

険
労
務
士
試
験
に
合
格
。

縁
あ
っ
て
松
下
顧
問
と
知

り
合
い
、
岩
佐
事
務
所
を

引
き
継
ぐ
こ
と
を
決
断
し

た
そ
う
で
す
。

　「
事
務
所
の
代
表
者
と

し
て
は
ま
だ
ま
だ
で
、
毎

日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。

何
事
も
誠
実
に
取
り
組
む

こ
と
を
常
に
心
が
け
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
信
頼
関

係
を
築
け
る
よ
う
職
員
一

丸
と
な
っ
て
顧
客
企
業
の

発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と

語
る
西
村
新
代
表
。

　
労
務
の
ご
相
談
な
ど
、

詳
し
く
は
岩
佐
事
務
所

（
☎
44
︱
３
７
８
０
）
へ
。

　
山
陰
の
海
の
幸
、
山
の
幸

を
通
信
販
売
で
全
国
各
地
に

届
け
て
い
る
さ
か
い
大
黒
屋
。

地
元
食
材
の
素
材
の
良
さ
、

そ
の
素
材
を
活
か
し
た
加
工

食
品
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
美

味
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、

２
０
１
１
年
に
通
販
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
山
陰
・
境
港
の
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
を
活
か
し
、
境
港
産

の
ア
ジ
、
カ
ニ
、
イ
カ
や
大

山
豚
な
ど
、
山
陰
の
厳
選
素

材
を
使
用
し
た
充
実
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
で
、
２
カ
月
に
１

回
の
ペ
ー
ス
で
カ
タ
ロ
グ

「
極
味
便
（
き
わ
み
び
ん
）」

を
発
行
し
、
各
地
の
お
客
様

に
地
元
山
陰
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。

　
中
で
も
、
日
本
海
の
荒
波

に
も
ま
れ
、
脂
が
の
っ
た
境

港
産
銀
鮭
の
骨
付
き
中
落
ち

身
を
柔
ら
か
く
加
工
し
た
カ

ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
「
境

港
サ
ー
モ
ン
ク
リ
ー
ム
コ
ロ

ッ
ケ
」
は
、
と
ろ
け
る
ク
リ

ー
ム
の
中
か
ら
鮭
の
香
り
と

旨
味
が
あ
ふ
れ
る
絶
品
。

　
冷
凍
の
ま
ま
油
で
揚
げ
る

手
軽
さ
に
加
え
、
冷
め
て
も

美
味
し
い
の
で
お
弁
当
な
ど

に
も
重
宝
し
そ
う
。
地
元
の

素
材
を
使
い
、
美
味
し
さ
や

栄
養
を
追
求
し
た
プ
ロ
の
味

が
楽
し
め
る
一
品
で
す
。

　
境
港
市
内
の
事
業
所
を
は

じ
め
と
し
た
頑
張
っ
て
い
る

地
元
企
業
に
対
し
て
、
微
力

な
が
ら
も
力
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
で
、
由
木
社
長
自

ら
が
試
食
し
て
選
り
す
ぐ
っ

た
商
品
は
、
贈
り
物
と
し
て

も
喜
ば
れ
そ
う
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
さ
か
い
大
黒

屋
（
☎
42
︱
１
０
０
０
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

我が社

の一品
我が社

の一品

さ
か
い
大
黒
屋

ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ

境
　　 

港

サ
ー
モ
ン

︱
２
１
２
１
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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•
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境
港
で
生
産
さ
れ
て
い
る

野
菜
は
白
ネ
ギ
、
大
根
、
里

芋
が
有
名
で
す
が
、
最
近
は

気
候
の
変
動
が
激
し
く
、
栽

培
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
橋
代
理
は
、「
野
菜
や

果
実
は
、
年
々
生
産
量
が
減

っ
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
気

候
の
激
し
い
変
動
と
生
産
者

の
高
齢
化
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
私
た
ち
は
生
産
者
を
守

る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
　

　
気
候
の
変
動
な
ど
で
、
市

場
価
格
が
上
昇
し
て
も
生
産

者
と
販
売
先
と
の
間
で
調
整

し
て
価
格
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
が
青
果
市
場
の
大
事
な
役

割
で
す
。
同
社
は
、
生
産
農

家
と
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
数

講師の戸田泰雄副会長（誠道小で）

量
と
価
格
を
決
め
て
取
引
す

る
契
約
栽
培
の
実
施
や
常
時

購
入
し
て
く
れ
る
販
売
先
を

紹
介
す
る
こ
と
で
、
生
産
者

を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、「
地
元
産
の
野

菜
や
果
物
に
は
、
根
強
い
人

気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ラ
ン
ド
化
し
た
弓
浜
ネ
ギ
や

２
０
１
０
年
に
発
売
し
て
モ

チ
モ
チ
し
た
食
感
が
人
気
の

ガ
イ
ナ
ー
レ
・
バ
ナ
ナ
の
販

売
も
好
調
で
す
」
と
Ｐ
Ｒ
す

る
高
橋
代
理
。

　
生
産
者
の
高
齢
化
は
深
刻

で
す
が
、
同
社
の
取
り
組
み

で
若
い
生
産
者
の
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と拝 見

境港青果市場

価
格
の
安
定
に
力
尽
く
す

生
産
者
を
守
る
取
り
組
み
強
化

　
東
亜
青
果
㈱
境
港
青
果
市
場
（
上
道
町
、秦
野
博
行
社
長
）

は
、
毎
日
食
べ
て
い
る
野
菜
や
果
物
を
生
産
者
か
ら
消
費
者

へ
流
通
さ
せ
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
同
社
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
高
橋
正
樹
支
社
長
代
理
に
伺
い
ま

し
た
。

納入された野菜と高橋正樹支社長代理（前列左）ら

　
詳
し
く
は
、
境
港
青
果
市

場
（
☎
44
︱
０
２
７
５
）
へ
。

グローカルな
香り
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家
族
継
承
の
言
語
教
育

　
私
た
ち
の
母
語
で
あ
る

日
本
語
を
学
ぶ
人
は
、
世

界
中
に
約
４
０
０
万
人
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
学
習
目
的
は
伝
統
文

化
、
経
済
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

ア
ニ
メ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
こ
う
し
た
中
に
「
継
承
語

と
し
て
の
日
本
語
教
育
」
が

あ
り
ま
す
。
海
外
に
移
住
し

た
日
本
人
が
、
自
分
の
家
族

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
日
本
語
を

継
承
す
る
た
め
の
日
本
語
教

育
で
す
。

　
私
は
ブ
ラ
ジ
ル
入
植
者
の

お
孫
さ
ん
を
、
国
費
留
学
生

と
し
て
鳥
取
大
学
の
日
本
語

ク
ラ
ス
で
教
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
彼
女
の
ご
両
親
は

日
本
人
で
す
が
、
彼
女
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
話
者
で
し
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
と
き
、

ご
両
親
と
祖
父
母
と
の
会
話

は
日
本
語
で
し
た
が
、
彼
女

は
日
本
語
が
話
せ
な
か
っ
た

の
で
、
自
分
の
祖
父
母
と
は

あ
ま
り
会
話
が
で
き
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
日
本
に
留
学
中
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
ご
両
親
に
電
話
す
る
た

び
に
、
娘
が
少
し
ず
つ
日
本

語
を
使
っ
て
話
せ
る
よ
う
に

な
る
の
を
、
ご
両
親
は
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　
彼
女
の
母
国
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
、
か
つ
て
多
く
の
日
本
人

が
移
住
し
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
今
も
「
鳥
取
村
」
と
い

う
３
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な

村
が
あ
り
、
日
本
語
教
師
と

し
て
鳥
取
県
の
小
・
中
学
校

教
師
が
毎
年
１
人
派
遣
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
先
日
、私
の
仕
事
仲
間（
米

子
市
出
身
の
日
本
語
教
師
）

が
鳥
取
村
を
訪
問
し
た
と
き

の
写
真
を
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
入
植
記
念
碑
や
鳥
居
、

そ
し
て
村
の
人
た
ち
の
写
真

で
し
た
。

　
そ
れ
を
見
て
、ふ
と
、境

小
学
校
の
頃
、
町
の
朝
鮮

学
校
に
通
っ
て
い
た
２
人

の
友
達
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、

あ
の
朝
鮮
学
校
が
「
継
承

語
教
育
」
で
す
。

　
２
人
の
友
達
は
、
い
つ

も
楽
し
そ
う
に
朝
鮮
学
校

で
の
出
来
事
や
覚
え
て
き

た
ば
か
り
の
朝
鮮
語
を
私

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

別
の
言
葉
や
文
化
を
も
う

一
つ
持
つ
彼
ら
の
こ
と
が
、

私
に
は
う
ら
や
ま
し
く
思

え
た
も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
池
田
　
玲
子

　
境
港
青
色
申
告
会
（
山
本

博
敏
会
長
）
は
、
１
月
17
日

に
誠
道
小
学
校
で
、
１
月
20

日
に
上
道
小
学
校
で
６
年
生

を
対
象
に
租
税
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
誠
道
小
で
講
師

を
務
め
た
の
は
戸
田
泰
雄
副

会
長
で
、
上
道
小
の
講
師
は

佐
々
木
健
雄
副
会
長
で
し
た
。

　
租
税
教
室
は
、
次
代
を
担

う
小
学
校
の
児
童
や
中
学
生
、

高
校
生
に
税
の
意
義
と
役
割

な
ど
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
い
、
税
に
対
す
る
理
解
が

国
民
各
層
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
、
税
理
士
会

や
法
人
会
な
ど
が
開
催
し
て

い
ま
す
。
境
港
青
色
申
告
会

は
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

昨
年
度
か
ら
実
施
。

　
両
校
で
行
っ
た
同
教
室
で

は
ま
ず
、
税
金
が
あ
る
世
の

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

青
色
申
告
会
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
に
備
え
、
決
算
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

（
消
費
者
の
ご
相
談
も
可
）。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
２
日
㈭
・
３
日

中
と
な
い
世
の
中
を
対
比
す

る
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
上
映
し
て
、
税
金
が
な
い

と
従
来
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が

有
料
と
な
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
。
次
に
道
路
な
ど
の
公
共

物
は
税
金
で
で
き
て
い
る
こ

㈮
・
６
日
㈪
・
７
日
㈫
　
時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
正
午
か
ら
１

時
間
休
憩
）

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

（
境
港
市
上
道
町
）

相
談
員
　
中
国
税
理
士
会
米

子
支
部 

会
員
税
理
士

参
加
料
　
無
料

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課
（
☎
44
︱
１
１

１
１
）
へ
。

と
、
税
金
の
種
類
、
消
費
税

の
話
、
国
会
で
予
算
が
決
ま

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
１
億
円
の
現
金
の

レ
プ
リ
カ
を
見
せ
る
と
、
児

童
は
俄
然
興
味
を
示
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
手
に
持
っ
て
１
億

円
の
重
さ
を
体
感
。

　
終
了
後
に
は
、「
税
金
と

い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
あ

っ
た
け
ど
、
そ
の
大
切
さ
が

分
か
っ
た
」「
税
金
で
道
路

や
橋
な
ど
が
で
き
て
い
る
の

を
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
、
児
童
た
ち
に
税

の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

協会けんぽ鳥取支部加入者の皆様へ

２０１７年3月分（4月納付分）から
保険料率が変わります

̶ 協会けんぽ鳥取支部 －

介護保険料率

健康保険料率

2017年2月分（3月納付分）まで

1.58%
協会けんぽ鳥取支部の健康保険料率は変更とな
ります。介護保険料率（全国一律）も変更となりま
す。皆様のご理解をお願いします。
※40歳から64歳までの人（介護保険第2号被保険者）は、
　健康保険料率に介護保険料率が加わります。
※賞与については、支給日が3月1日分から変更後の保険
　料率が適用されます。

【問い合わせ先】
協会けんぽ鳥取支部 企画総務グループ

☎0857‐25‐0051

2017年3月分（4月納付分）から

1.65%

2017年2月分（3月納付分）まで

9.96%
2017年3月分（4月納付分）から

9.99%

市
内
小
学
校
で
租
税
教
室

税
の
意
義
と
役
割
伝
え
る
境港青申会

個
別
相
談
会

決
算・確
定
申
告

4



〒684－0002 鳥取県境港市弥生町206番地　TEL（0859）44－1661

エネルギーを通して地域社会に貢献します

代表取締役　福  谷　典  久

海上石油有限会社

◎地域に根ざしたかかりつけ薬局を目指しております

保険調剤㈲増谷慶一郎薬局
蓮池店　境港市蓮池町102　TEL0859-47-0325
元町店　境港市元町1797　TEL0859-42-3436

○ 健康相談
○ セルフメディケーション
○ 在宅介護サービス

○ 禁煙指導
○ 健診の紹介
○ 認知症サポート
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桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、

３
月
25
日
㈯
か
ら
４
月
９
日

㈰
（
開
花
状
況
に
よ
っ
て
、

変
更
の
場
合
も
あ
り
）
ま
で
、

境
台
場
公
園
（
花
町
）
で
桜

ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。
期
間

中
は
、
同
公
園
で
約
１
０
０

基
の
ぼ
ん
ぼ
り
を
午
後
６
時

か
ら
10
時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
す
る
予
定
で
す
。

　
同
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
内

容
は
、
次
の
通
り
。

昭
花
ク
ラ
ブ
連
合
会
作
品
展

▽
場
所
＝
境
港
灯
台
（
境
台

場
公
園
内
）
▽
日
時
＝
期
間

中 
午
前
10
時
～
午
後
５
時

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
　
▽
内

容
＝
踊
り
、
太
鼓
、
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
▽
開
催
日
時
＝
期

間
中
随
時
▽
出
演
の
申
込
＝

３
月
13
日
㈪
ま
で
に
境
港
市

観
光
協
会
（
☎
47
︱
３
８
８

０
）
に
連
絡

お
花
見
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
　
▽

内
容
＝
境
港
市
内
の
桜
の
名

所
に
問
題
を
設
置
。
抽
選
で

賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
▽
日
時

＝
期
間
中
の
毎
日 

午
前
10

時
～
午
後
４
時

第
４
回
「
桜
川
柳
」
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
展
示
　
▽
内
容
＝

春
に
ち
な
ん
だ
川
柳
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
。
十
傑
を
含
む

30
作
品
程
度
の
入
賞
作
品
を

会
場
内
に
掲
示

第
３
回
「
桜
の
絵
」
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
展
示
　
▽
内
容
＝

小
学
生
以
下
を
対
象
に
し
た

桜
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。

毎年見事な花を咲かせる台場公園の桜

夢みなとタワー内のみなとまち商店街
などで販売している漫画故事成語

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

多
彩
な
催
し
に
ぎ
や
か
に

3月25日から

１
次
選
考
通
過
作
品
を
境
港

灯
台
内
に
掲
示
し
、
来
場
者

の
投
票
で
優
秀
作
品
を
決
定

境
港
市
ペ
タ
ン
ク
大
会
　
▽

日
時
＝
４
月
９
日
㈰
午
前
８

時
30
分
～
▽
場
所
＝
境
台
場

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
▽
問
い
合

わ
せ
先
＝
市
生
涯
学
習
課
文

化
体
育
係
・
☎
47
︱
１
０
９

３
）

み
な
と
ウ
ォ
ー
ク
　
▽
日
時

＝
４
月
９
日
㈰ 

午
前
９
時

40
分
に
境
台
場
公
園
集
合
▽

距
離
＝
５
ｋ
ｍ
▽
参
加
料
＝

１
０
０
円
▽
予
約
不
要

　
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
（
境
港
市
観
光
協
会

内
・
☎
47
︱
３
８
８
０
）
へ
。

　
境
港
市
観
光
協
会
が
発
行

し
て
い
る
冊
子
「
漫
画
故
事

成
語
」
が
発
刊
し
て
か
ら
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
漫
画
故
事
成
語
は
、
同
協

会
の
職
員
が
航
空
自
衛
隊
美

保
基
地
の
機
関
誌
に
連
載
し

て
い
る
４
コ
マ
漫
画
を
冊
子

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
難

し
い
故
事
成
語
を
漫
画
で
わ

か
り
や
す
く
解
説
。
最
新
版

で
は
１
４
４
本
も
の
４
コ
マ

漫
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
同
冊
子
は
、
全
国
各
地
の

１
０
０
０
を
超
え
る
小
・
中

学
校
な
ど
の
授
業
で
活
用
さ

れ
、
販
売
数
も
累
計
で
６
万

部
を
超
え
ま
し
た
。
現
在
、

み
な
と
ま
ち
商
店
街
（
竹
内

団
地
、夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内
）

な
ど
で
販
売
中
で
す
。

　
小
・
中
学
校
の
教
育
指
導

要
領
が
こ
と
わ
ざ
や
故
事
成

語
と
い
っ
た
昔
か
ら
伝
わ
る

言
葉
を
習
う
よ
う
に
改
め
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
自

身
が
興
味
を
持
っ
て
学
習
で

き
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　「
ま
ん
が
王
国
と
っ
と
り
」

が
建
国
さ
れ
た
際
に
は
、
同

協
会
が
漫
画
故
事
成
語
を
紙

芝
居
に
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
じ
せ
い
ご

君
」
の
着
ぐ
る
み
と
と
も
に

県
内
の
小
学
校
で
出
張
授
業

を
行
い
、
漫
画
を
活
用
し
た

授
業
を
展
開
。「
ま
ん
が
王

国
と
っ
と
り
」
の
将
来
を
担

う
子
供
た
ち
の
教
育
に
も
一

役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
う
し
た
漫
画
コ

ン
テ
ン
ツ
の
活
用
に
よ
り
、

子
供
た
ち
や
先
生
た
ち
に
も

広
く
「
ま
ん
が
王
国
と
っ
と

り
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も

に
、
教
育
現
場
で
の
漫
画
の

活
用
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

協
会
（
☎
47
︱
３
８
８
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

発刊10周年の漫画故事成語

累計で6万部超を販売
小・中学校などで活用進む

短
期
水
泳
教
室

３
月
３
日
か
ら
募
集

観
光
協
会
職
員
が
研
修
に

鹿
児
島
県

南
大
隅
町

豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
え
る
境港市観光協会

コーチの指導で楽しく上達

水木しげるロードで研修を受ける
関根大悟さん（左）　　　ⓒ水木プロ

　
境
港
市
観
光
協
会
は
、「
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

研
修
」
と
し
て
、
１
月
30
日

か
ら
８
日
間
、
鹿
児
島
県
南

大
隅
町
観
光
協
会
の
関
根
大

悟
さ
ん
（
24
歳
）
の
研
修
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、「
ハ
イ･

サ

ー
ビ
ス
日
本
３
０
０
選
」
の

選
定
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
産
業
生
産
性
協
議
会
が
主

催
す
る
経
済
産
業
省
補
助
事

業
で
、
地
域
振
興
や
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
団
体
な

ど
で
研
修
を
行
い
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
に
役
立
つ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
ス
キ
ル
を
持
ち
帰
っ

て
も
ら
う
と
い
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
境
港
市
観
光
協
会
は
２
０

０
９
年
に
観
光
協
会
と
し
て

は
全
国
初
、
ま
た
鳥
取
県
内

で
も
初
め
て
「
ハ
イ･

サ
ー

ビ
ス
日
本
３
０
０
選
」
に
選

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

研
修
の
受
け
入
れ
先
と
し
て

登
録
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
研
修
生
と
し
て
境

港
を
訪
れ
た
関
根
さ
ん
は
、

埼
玉
県
出
身
で
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
と
し
て
鹿
児
島

県
南
大
隅
町
観
光
協
会
に
勤

め
て
い
る
青
年
で
す
。

　
南
大
隅
町
観
光
協
会
は
、

設
立
し
て
数
年
し
か
経
っ
て

お
ら
ず
、
組
織
も
市
役
所
内

部
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
観
光
協
会
の
運
営
や
観
光

地
と
し
て
の
情
報
発
信
な
ど

を
模
索
中
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
境
港
市
観
光

協
会
が
実
施
し
て
い
る
企
画

や
事
業
、
報
道
機
関
を
有
効

に
使
っ
た
情
報
発
信
な
ど
を

学
ぼ
う
と
、
研
修
先
と
し
て

選
択
し
た
と
の
こ
と
。

　
境
港
市
観
光
協
会
は
、
関

根
さ
ん
に
事
業
内
容
や
情
報

発
信
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
説

明
。
同
時
に
イ
ベ
ン
ト
参
加

な
ど
、
実
際
の
現
場
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
豊
富
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
境

港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
、

境
港
市
民
温
水
プ
ー
ル
（
中

野
町
）
で
、
短
期
水
泳
教
室

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
は
、

３
歳
か
ら
12
歳
（
小
学
校
６

年
生
）
ま
で
の
お
子
さ
ん
で

す
。

　
同
教
室
募
集
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
３
月
26
日
㈰
・
27
日 

㈪
・
28
日
㈫
・
30
日
㈭
・
31

日
㈮
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
45

分
（
準
備
体
操
15
分
、
入
水

60
分
）

目
的
　
水
慣
れ
～
４
種
目

（
ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
、
平

泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）

受
講
料
　
５
０
０
０
円

募
集
期
間
　
３
月
３
日
㈮
～

20
日
㈪

保
険
　
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

保
険
に
加
入
済

定
員
　
20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
、
締
切
）

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
☎
44
︱
３
７
２
５
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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新たなエネルギーミックスの概要〈基本方針〉

［中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部］〈事務局〉境港商工会議所  相談課内　☎ 0859ー 44ー 1111

資料提供　中国電力㈱鳥取支社

震災後、電気料金は大幅に上昇

再エネ賦課金は今年度1.3兆円

原発停止・火力発電の焚き増しで
2013年度のCO₂排出量※は過去最悪

【目標】
欧米に遜色ない削減目標

【目標】
現状よりも引き下げる

【目標】
震災前（約20％）を更に上回る

概ね25％程度

（産業用＝約3割、家庭用＝約2割） ※2013年度の実績

※エネルギー起源のみ

（既認定分※全てが運転開始されると2.7兆円）
※平成26年6月時点の認定量

温室効果ガス排出量

電力コスト

現在、わずか6％

自　給　率
安
全
性
の
確
保

　
　
　
　大
前
提

▶エネルギー基本計画に基づき、2015年7月、2030年度における
　長期エネルギー需給見通しが決定されています。
▶安全の確保を大前提としつつ、安定供給、経済効率性、環境適合に関
　する右記の目標を同時達成する中で、徹底した省エネルギー（節電）
　の推進、再エネの最大限の導入、火力発電の効率化等を進めつつ、原
　子力発電への依存度を可能な限り低減することを基本方針として策
　定しています。
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•
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•
•
•
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•
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•
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•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

３月の相談日

３月２日㈭ 産 業 医

３月９日㈭ 産 業 医

３月16日㈭ 産 業 医

　
ま
き
網
漁
業
は
、
魚
群
を

発
見
す
る
と
漁
網
で
巻
き
、

徐
々
に
網
を
絞
り
込
ん
で
運

搬
船
に
積
み
上
げ
て
漁
獲
す

る
漁
法
で
す
。
形
の
異
な
る

複
数
の
船
が
船
団
を
組
ん
で

操
業
し
ま
す
。
日
本
海
沖
で

は
、
灯
船
が
灯
を
つ
け
て
魚

を
集
め
ま
す
。

　
境
漁
港
を
拠
点
に
し
て
い

る
船
団
は
、
本
船
１
隻
、
運

搬
船
２
隻
、
灯
船
２
隻
で
構

成
さ
れ
、
大
中
型
ま
き
網
船

団
と
呼
ば
れ
て
い
る
共
和
水

産
㈱
（
栄
町
）
の
２
船
団
と

東
海
漁
業
㈱
（
栄
町
）
の
１

船
団
、若
葉
漁
業
㈱
（
栄
町
）

の
１
船
団
。

　
ま
た
、
隠
岐
島
の
７
社
８

船
団
も
境
漁
港
を
中
心
に
漁

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
、
中
型
ま
き
網
船
団
と

い
い
、
本
船
１
隻
、
運
搬
船

１
隻
、
灯
船
３
隻
、
曳
船
２

隻
の
構
成
で
す
。

　
ほ
か
に
も
青
森
、
新
潟
、

石
川
、
長
崎
、
四
国
な
ど
の

船
団
も
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
漁
獲

し
た
時
や
大
量
に
魚
が
と
れ

た
時
な
ど
に
は
、
境
漁
港
に

入
港
し
ま
す
。

　
各
船
団
が
漁
獲
し
た
魚
は

運
搬
船
に
乗
せ
て
早
朝
、
境

漁
港
に
到
着
。
入
港
し
た
順

に
入
札
が
行
わ
れ
、
買
い
取

っ
た
仲
買
業
者
が
魚
を
ト
ラ

ッ
ク
に
積
ん
で
自
社
ま
で
運

び
選
別
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
境
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る

の
は
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
ワ

シ
、
ハ
マ
チ
類
を
主
体
に
し

た
浮
魚
（
海
の
表
層
や
中
層

上
部
に
い
る
魚
）
や
ク
ロ
マ

グ
ロ
な
ど
で
す
。
水
揚
げ
さ

れ
た
魚
は
、
地
元
は
も
ち
ろ

ん
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大

消
費
地
に
も
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
川
本
専
務
理
事
は
、「
地

元
に
安
定
し
た
量
の
水
揚
げ

を
続
け
る
こ
と
が
一
番
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
水
産
資
源
が
枯
渇
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
決
め

ら
れ
た
資
源
管
理
を
遵
守
す

る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
「
港
で
働
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
は
、
今
回
か
ら
漁

港
編
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
１
回
目
は
境
漁
港
を
拠
点
に
し
、

境
港
の
水
産
業
を
支
え
る
ま
き
網
船
団
に
つ
い
て
、
山
陰

旋ま
き
あ
み網
漁
業
協
同
組
合
（
白
須
邦
夫
代
表
理
事
組
合
長
）
の
川

本
英
文
専
務
理
事
に
伺
い
ま
し
た
。

　
名
物
料
理
を
作
る
会
（
土

井
一
朗
会
長
）
は
、「
伯
耆

国
『
大
山
開
山
１
３
０
０
年

祭
』
記
念
料
理
・
冬
料
理
」

の
発
表
会
を
２
月
１
日
に
夢

み
な
と
タ
ワ
ー（
竹
内
団
地
）

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
は
、
大
山
寺

が
開
創
し
て
１
３
０
０
年
に

な
る
年
で
す
。
こ
の
節
目
を

大
山
の
魅
力
発
信
の
好
機
と

捉
え
、
大
山
町
や
鳥
取
県
、

県
西
部
の
各
団
体
な
ど
は
、

「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
」

の
実
施
を
決
定
。
様
々
な
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
記
念
料
理
開

発
も
そ
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
だ
も
の
。
６
月
に
春
夏

料
理
、
10
月
に
は
秋
冬
料
理

を
発
表
し
、
食
で
同
祭
を
盛

り
上
げ
る
予
定
で
す
。

　
発
表
会
で
は
、
米
子
市
、

松
江
市
、
境
港
市
と
日
吉
津

村
の
飲
食
店
、
旅
館
、
ホ
テ

ル
、
仕
出
し
料
理
店
な
ど
、

12
店
舗
が
16
品
を
出
品
。
参

加
者
は
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、

白
ネ
ギ
、
大
山
豚
、
大
山
鶏

と
い
っ
た
大
山
周
辺
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
品
し
た
12
店
舗

に
は
、
土
井
会
長
が
同
祭
記

念
料
理
推
奨
店
の
認
定
証
を

贈
呈
。
今
回
出
品
さ
れ
た
料

理
を
各
推
奨
店
で
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
会
事
務
局

（
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
国
四
国
Ｉ
Ｃ

事
業
部
内
・
☎
33
︱
５
８
２

１
）
へ
。

　
警
察
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

や
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

は
、
見
知
ら
ぬ
人
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
る
サ
イ
ト
や
ア

プ
リ
が
多
く
出
回
っ
て
い

て
、
こ
れ
を
子
ど
も
が
使
っ

て
犯
罪
被
害
に
遭
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た

子
ど
も
の
多
く
は
、
有
害
サ

イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限

す
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
進
学
や
進
級
に
伴
い
、
お

子
さ
ん
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
た
せ
る
場
合
は
、
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
、
安
全
な
使
い
方
を
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
、
▽
接
続
す
る

サ
イ
ト
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
ア
プ
リ
は
保
護
者
が
確
認

す
る
▽
個
人
を
特
定
で
き
る

情
報
を
書
き
込
ま
な
い
▽
知

ら
な
い
人
と
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
を
し
な
い
︱
な
ど
の
ル

ー
ル
を
家
族
で
話
し
合
っ
て

作
る
こ
と
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
ご
相
談
な

ど
、
詳
し
く
は
鳥
取
県
警
察

本
部
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
室

（
☎
０
８
５
７
︱
23
︱
０
１

１
０
）、
ま
た
は
境
港
警
察

署(

☎
44
︱
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　（
一
社
）
境
港
水
産
振
興

協
会
は
２
月
５
日
、「
境
港

さ
か
な
の
達
人
検
定
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
１
７
７
人
が

受
験
し
て
き
た
こ
の
検
定
も

６
回
を
迎
え
、
今
回
は
最
年

少
８
歳
か
ら
最
年
長
78
ま
で

の
32
人（
初
級
コ
ー
ス
23
人
、

上
級
コ
ー
ス
９
人
）が
受
験
。

こ
の
う
ち
、初
級
コ
ー
ス「
達

人
」
に
合
格
し
た
の
は
、
10

人
で
、
超
難
関
上
級
コ
ー
ス

「
ス
ー
パ
ー
達
人
」
の
合
格

者
は
、
２
人
で
し
た
。

　
同
検
定
は
、
境
港
の
魚
に

関
す
る
基
礎
知
識
を
学
び
、

魚
に
興
味
の
あ
る
子
ど
も
か

ら
水
産
業
に
関
わ
る
知
識
豊

富
な
プ
ロ
ま
で
、
魚
食
普
及

の
広
告
塔
と
し
て
境
港
の
水

産
を
盛
り
上
げ
た
い
人
を
対

象
に
実
施
す
る
も
の
。

　
今
回
の
検
定
で
合
格
者
は

延
べ
１
２
４
人
に
な
り
、
現

在
ま
で
に
「
達
人
」
１
１
３

人
と
、「
ス
ー
パ
ー
達
人
」

11
人
が
「
境
港
さ
か
な
の
達

人
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

認定証を持つ各店舗代表と土井一朗会長（中央）

運搬船から水揚げされる魚（境漁港で）

問題に挑む受験者の皆さん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら

子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
境港警察署

大山開山1300年祭に向け

12店舗が記念料理を開発
― 名物料理を作る会 ―

上級2人、初級10人が合格

境港さかなの達人検定
― 境港水産振興協会 ―

港  で   働   く
プロフェッショナル

境
港
の
水
産
業
支
え
る

形
の
異
な
る
複
数
の
船
で
操
業

き
ま

網
船
団
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鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

保険をお探しのお客様へ
お気軽にご相談ください。

あなたの町の
  あなたのサポーターです

三井住友海上火災保険㈱
三井住友海上火災保険あいおい生命㈱
日本アニマルクラブ㈱（ペット保険）

取　　扱
保険会社

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://ysk.cool-biz.net/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

2017年度スローガン

躍動青く燃えろ

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

名刺交換で親交を深める参加者

　

境
港
青
年
会
議
所
（
境
港
Ｊ
Ｃ
）
は
、
遠
藤
大
輔
理
事
長

を
先
頭
に
２
０
１
７
年
度
の
活
動
を
躍
動
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
境
港
Ｊ
Ｃ
へ
の
ご
入
会
の
お
誘
い
に
つ
い
て
、
会
員
拡

大
特
別
委
員
会
の
赤
石
周
平
委
員
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　

境
港
青
年
会
議
所
の
会
員
が
自
己
紹
介
を
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
今
回
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
１
回
目
は
、
石
原
将
博
さ

ん
と
吉
田
智
之
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

︱
境
港
Ｊ
Ｃ
っ
て
、
ど
ん
な

団
体
で
す
か
。

　
境
港
Ｊ
Ｃ
は
、
20
歳
か
ら

40
歳
ま
で
の
青
年
の
集
ま
り

で
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
地

域
活
性
化
を
目
的
に
「
ま
ち

づ
く
り
」
や
「
ひ
と
づ
く
り
」

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
多
種
多
様
な
職

業
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の

で
異
業
種
交
流
的
な
側
面
も

あ
り
ま
す
。
他
の
団
体
か
ら

は
、「
仲
が
い
い
」
と
か
「
元

気
が
い
い
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

︱
境
港
Ｊ
Ｃ
の
魅
力
を
伺
い

ま
す
。
ま
ず
は
「
出
会
い
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
境
港
Ｊ
Ｃ
に
入
会
す
る
と
、

同
じ
街
に
い
な
が
ら
、
全
く

接
点
の
な
い
業
種
の
皆
さ
ん

や
離
れ
た
地
域
の
人
と
繋
が

る
機
会
を
持
て
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
視
野
を
拡
げ
る
こ
と

や
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
世

代
の
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
の
が
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。

︱
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
魅
力
で

す
ね
。

　
境
港
Ｊ
Ｃ
は
単
年
度
制
を

と
っ
て
い
て
、
１
年
ご
と
に

役
割
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の

役
割
は
、
一
会
員
に
始
ま
り
、

各
委
員
会
の
委
員
長
や
理
事

長
ま
で
様
々
で
す
。
そ
の
経

験
で
、
会
社
に
は
な
い
「
気

づ
き
」
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
勉
強
会
を
定
期
的
に
行

う
た
め
、
仕
事
の
ス
キ
ル
も

身
に
付
き
ま
す
。
ち
な
み
に
、

私
は
Ｐ
Ｃ
技
術
が
上
達
し
ま

し
た
。

︱
「
地
域
を
盛
り
上
げ
る
」

こ
と
は
ど
う
で
す
か
。

　
私
た
ち
は
、
ま
ち
を
盛
り

上
げ
て
元
気
に
し
、
自
分
た

ち
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
ま

ち
を
次
世
代
に
繋
ぐ
活
動
を

大
変
魅
力
的
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
境
港
Ｊ
Ｃ

は
、
み
な
と
祭
の
運
営
や
ゲ

タ
飛
ば
し
大
会
の
実
施
、
ま

た
海
や
山
を
活
用
し
た
青
少

年
育
成
事
業
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

︱
青
少
年
育
成
事
業
は
格
別

だ
っ
た
の
で
は
。

　
は
い
、
ご
参
加
い
た
だ
い

　
こ
と
し
も
地
域
の
若
手
社

会
人
を
対
象
に
し
た
次
世
代

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
（
担

当
＝
会
員
交
流
委
員
会
・

吉
田
智
之
委
員
長
）。
お
い

し
い
食
事
を
と
り
な
が
ら
、

色
々
な
業
種
の
人
と
交
流
で

き
ま
す
。
開
催
時
期
は
４
月

の
予
定
で
す
。

　
昨
年
の
交
流
会
で
は
、
参

加
し
た
皆
様
が
和
気
あ
い
あ

い
と
、
思
い
思
い
の
交
流
を

し
て
い
ま
し
た
。
地
域
の

様
々
な
人
と
出
会
え
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
交
流
会
は
、
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
当
青
年
会

議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
ご
案
内
し
ま
す
。

境
港
Ｊ
Ｃ
へ
の
お
誘
い

赤
石
委
員
長
に
聞
く

インタビュー

会
員
拡
大

特
別
委
員
会

た
親
御
さ
ん
か
ら
直
接
喜
び

の
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、

子
ど
も
さ
ん
の
笑
顔
に
た
く

さ
ん
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
た
ち
も
子
育
て
世

代
な
の
で
共
感
を
も
っ
て
、

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

︱
最
後
に
会
員
拡
大
に
向
け

て
の
意
気
込
み
を
。

　
こ
と
し
は
、「
１
人
が
１

人
、人
、躍
進
」と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
、
34
人
の
全
メ
ン

バ
ー
が
１
人
ず
つ
会
員
を
増

や
す
こ
と
を
目
標
に
会
員
拡

大
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ご
入
会
い
た
だ
い
た
人

に
、
結
果
を
も
っ
て
還
元
で

き
る
組
織
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
会
社
へ
ご
相

談
に
伺
う
場
合
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

︱
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
境
港
Ｊ
Ｃ
の
活
動
に
ご
興

味
の
あ
る
人
は
、
事
務
局

（
☎
44
︱
２
７
０
０
）
へ
。

ま
た
、
境
港
Ｊ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
企
業
Ｐ
Ｒ
】

　
当
社
は
皆
様
を
思
い
、
真

【
企
業
Ｐ
Ｒ
】

　
当
社
は
、
企
業
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
制
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

企
画
や
提
案
を
行
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

　
私
は
、
２
０
１
６
年
に
境

心
奉
仕
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

　
私
は
、
２
０
１
４
年
に
境

港
青
年
会
議
所
に
入
会
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
総
務
広

報
委
員
会
の
委
員
長
に
選
ん

港
青
年
会
議
所
に
入
会
し
ま

し
た
。
境
港
Ｊ
Ｃ
に
入
っ
た

こ
と
で
、
同
世
代
に
限
ら
ず
、

幅
広
い
職
業
や
世
代
の
皆
さ

ん
と
出
会
え
た
こ
と
、
Ｊ
Ｃ

活
動
を
通
じ
て
新
し
い
経
験

や
発
見
が
あ
り
、
自
分
自
身

が
成
長
で
き
る
き
っ
か
け
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
会
員
交
流
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
自
己
成
長
し
て
い

き
、
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
活
動
に
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

境
港
青
年
会
議
所 

会
員

一
言
ご
あ
い
さ
つ

若手社会人集まれ

次世代交流会
4月下旬に開催を予定

 

石
原
将
博
（
い
し
は
ら
・
ま
さ
ひ
ろ
）

　

㈲ 

美
保
葬
儀
セ
ン
タ
ー

 

　（
境
港
市
栄
町
、葬
祭
業
）

 

吉
田
智
之
（
よ
し
だ
・
と
も
ゆ
き
）

  Seedsplace

（
シ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス
）

  

（
米
子
市
車
尾
、
デ
ザ
イ
ン
業
）

で
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

役
割
を
果
た
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
境
港
Ｊ
Ｃ
に
入
会
し
て
、

自
分
に
足
り
な
い
部
分
が
明

確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
輩
の

皆
様
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

自
身
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
る

時
間
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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労災保険にご加入ですか？
厚生労働省認可

■境港商工会議所
   境港市上道町3002  ☎44－1111
■境港医療協会
   境港市上道町2115－3・岩佐事務所内 ☎44－3780
■鳥取県建築連合会境港支部
   境港市元町108  ☎44－2401
■境港民主商工会
   境港市芝町981－1  ☎44－2010
■給与センター マイ・オフィス
   境港市上道町2115－3・岩佐事務所内 ☎44－3780
■山本労務管理センター
   境港市外江町2979  ☎47－0777境港地区労働保険事務組合連絡協議会

◉ 従業員を1人でも雇っていれば必ず加入が必要です。
◉ 事業主の皆さんに代わって労働保険事務の仕事をします。
◉ 事業主・役員も労災保険の「特別加入」ができます。

事務組合名

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
山
陰
旋ま

き
あ
み網
漁
業
協
同
組
合

の
川
本
英
文
専
務
理
事
に
ま

き
網
漁
業
者
の
大
変
な
点
を

伺
い
ま
し
た
。「
一
度
沖
に

出
た
ら
、
操
業
中
心
の
生
活

正解と当選者

米子鬼太郎空港ターミナルビル 1F
6：00～22：00（年中無休）
TEL：0859-47-5024

　米子鬼太郎空港にコンビニエンスストア「セブン－イレブン米子鬼太郎空港店」が
ターミナルビル１階国内到着ロビーにオープンしました。セブン－イレブンの日本国
内の空港内店舗としては10店舗目となります。
　空港内のコンビニですので、通常のセブン－イレブン店舗の品揃えに加え、山陰地
域のお土産を幅広く取り扱っています。また外国人旅行者向けに消費税免税の取り
扱いを行います。
　ますます便利になった米子鬼太郎空港にぜひ
お越しください。

米子鬼太郎空港内にセブン-イレブン

場　　所

営業時間

お問合せ

で
、
一
般
的
な
時
間
感
覚
と

は
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
で

す
」
と
川
本
専
務
理
事
。
一

方
、「
大
漁
の
と
き
の
喜
び

は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
の

だ
と
思
い
ま
す
」
と
も
。
皆

さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
に
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

 

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

日
時
　
３
月
４
日
㈯
・
５
日

㈰ 

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金
　
入
場
無
料

 

境
高
校
「
ダ
ン
ス
＆
書
道

 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

日
時
　
３
月
５
日
㈰
▽
ダ
ン

ス
＝
午
前
10
時
30
分
～
▽
書

道
＝
午
前
11
時
30
分
～

場
所
　
１
階 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ロ
ビ
ー

料
金
　
無
料

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地

 

２
０
１
７
～
海
底
探
検
～

日
時
　
３
月
18
日
㈯
～
５
月

７
日
㈰
（
３
月
21
日
㈫
～
24

日
㈮
は
休
園
） 

午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
最
終
入
場
時
間

＝
午
後
４
時
30
分
）

場
所
　
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金
　
▽
前
売
り
券
＝
３
０

０
円
（
３
歳
以
上
）
▽
当
日

券
＝
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
　
新
日
本
海

新
聞
社
西
部
本
社
事
業
課

（
☎
34
︱
８
８
１
３
）

 

夢
み
な
と
工
房

日
時
　
３
月
18
日
㈯
～
５
月

７
日
㈰
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
み
開
催
） 

午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所
　
１
階 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ロ
ビ
ー

料
金
　
５
０
０
円
～
（
作
家

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
（
☎
47
︱
３
８
０
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

境港市相生町の㈱さかい大黒屋が発送する通
信販売のカタログは、なんという名前でしょ
うか。（３ページにヒントを掲載）

賞品  境港サーモンクリームコロッケ
　　　＆島根県産牛メンチカツセット
　　　　　　 ５名様

① 極味便（きわみびん）
② 極旨便（ごくうまびん）
③ 厳選便（げんせんびん）

ハガキにクイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号・
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

3月１0日（金）当日消印有効応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　㈱さかい大黒屋
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商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】

代 表 者	 水　富江（みず・とみえ）

所 在 地	 米子市新開3丁目7-7

T E L	 0859-35-6168

営業時間	 9：00～18：00

休 業 日	 日曜日、祝日

事業内容	 珈琲豆製造、販売、飲食

○創業のきっかけ？…1971年（昭和46年）に、米子市角盤
町の「カフェメルカード」をオープンし、コーヒーの挽き
売りと飲食のできる店として44年間営業してきました。
現在は、挽き売りを中心とした米子市新開の本店「珈琲
工房	喜多川」と、飲食もできる米子しんまち天満屋内の
「カフェ・ド・キタガワ」があります。
○おすすめ＆セールスポイントは？…嗜好品として、より
満足いただけるコーヒーを提供したいと考え、1994年（平
成6年）11月から自家焙煎を始めました。世界の約15カ国
から、時季や等級など、その時に最も適したコーヒー豆
を仕入れています。「珈琲工房	喜多川」では試飲もできま
すので、気に入ったものをご購入いただけます。

○お客様は？…「カフェ・ド・キタガワ」では女性が多く、「珈
琲工房	喜多川」では男性、女性ともにいらっしゃいます。
また、個人宅や企業への配達も行っているので、島根県東
部から、鳥取県西部まで幅広くご利用いただいています。

○今後の事業展開（展望）？…イベントなどでのコーヒーのケ
ータリングも行っており、今後は一緒にご用意できる軽食
メニューを考案するなど、自社で全てを揃えられるように
できればと思っています。また、企業とコラボレーション
して、ドリップバックのパッケージに企業のPRを施した
商品を売り出し、自社のコーヒーを味わっていただくきっ
かけを増やすなど、販促活動にも力を入れて行きたいと考
えています。
○一言PR！…この鳥取県西部で育ち、地域の人にお世話
になってきたので、今後とも皆さんのお役に立てる企業
になっていきたいと思っています。
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㈲喜多川

約15カ国から仕入れるコーヒー豆

米子市新開の本店「珈琲工房	喜多川」

㈲ 喜 多 川

　
前
月
号
の
ク
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ズ
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は
、「
地
元
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港
で
水
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げ

さ
れ
た
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鮮
な
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類
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る
田
手
商
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極
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物
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品
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（
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前
川
瑞

恵
（
福
定
町
）
▽
谷
本
幸
夫

（
外
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木
村
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杉
山
律
子
（
元
町
）
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